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『好きなものを早く見つけよう』 
 
自分が進路を決めたのは、高校１年次のときです。ＡＣＴの進路について考える時間に、自分の好きなも

のや好きなことを考えてリストにまとめました。すると、いろいろ出てきましたが、どれも自動車やバイクに関

わることだったので、自分は自動車関連の道に進もうと決心しました。北九州自動車大学校は、オープンキ

ャンパスを数々行っている他、ＡＯ入試のエントリー受付も早い時期から行っているため、自分みたいに車

が好きだったり、少しでも興味がある人は資料を申請してもいいですし、スマートフォンを使ってインターネッ

トでオープンキャンパスに応募してみるのも良いと思います。北九州自動車大学校は早期に進路が決まる

反面、自分の用意をしっかりとしないといけないから、自分が好きで夢中になれるものをなるべく早く見つ

けましょう！自分はＡＯ入試を選んだので学科試験はありませんでしたが、面接はあります。筆記がないから

と気を抜くのは良くないです。面接の時に、自分は少し早口になったり声が小さくなってしまったりしたので、

自分から積極的に担任の先生や部活動の顧問の先生にお願いして、面接練習をすることもオススメします。

さらに、特待生試験を受ける人は、国・数の２教科の試験があって、Ｓ・Ａ・Ｂに分けられます。どれかに入れ

ると、前期の授業料が減額になります。オープンキャンパスに行かず、特待生試験を受けると２万円の受験

料がかかりますが、オープンキャンパスに行くと免除になります。他にもいろいろあるので、ネットなどを使っ

て、効率よく、学校に行けるようにしましょう。過去問は、オープンキャンパスのときにもらえますが、減額とい

うサービスが付くため、とても難しく作られています。しかし、この試験は聞いた話によると、ダメ元で試験を

受けた人がＢに合格した実例もあると言われたので、一生懸命勉強して、少しでも上を目指そうと思って頑

張ると、ＳやＡに必ず受かると思います。 

北九州自動車大学校は勉強が苦手でも車が好き、という人が行くところです。実際に自分も勉強が苦手

ですが、車が好きなので、ここで頑張ろうと思います。ぜひ、これを読んで来てくれる人は頑張りましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



福岡美容専門学校北九州校 美容科 カットコース（学校推薦型選抜 指定校 特待生） 
 
  
『早めに取り組む』 
 
高校１年次のときから行きたかった学校だったので、２年次の時からオープンキャンパスに行って、特待

生試験の過去問をもらったり、先生や先輩と話をしたりしていました。特待生試験は時事問題が出題される

ので、最近のニュースを見ていた方がいいと思います。国語は四字熟語やことわざも出ました。英語は単語

の意味を覚えた方がいいと思います。早めに取り組んだ方がいいです。願書と一緒に提出する作文も早く

書いて先生に見てもらって何回も書き直した方がいいと思います。作文が完成したのは、願書受付開始の２

日前だったので、本当に早く書き始めた方がいいです。オープンキャンパスに行った際に、先輩方がインス

タグラムなどを交換してくれるので分からないことがあった時は質問ができます。分からないことは早めに

聞いて、解決した方がいいと思います。 

作文は、将来の夢や入学後に取り組みたいことを書くので、自分の将来の夢や、なぜその仕事がしたい

のか、きっかけなどをしっかり分かっていた方がいいです。また、入学後に取り組んだことや学んだことをど

のように将来に活かすのかを適切に書けたらいいと思います。面接は過去に先輩方が聞かれた質問と同じ

だったので、受験報告書に書かれてある質問を中心に練習をしたらいいと思います。練習は何回もした方

がいいです。本番はとても緊張して、練習通りの言葉が言えずに焦ってしまっても、面接官の先生は優しく待

ってくれるので、落ち着いて、ゆっくりと言えば大丈夫です。カバンを持って入る練習やカバンの置き方も練

習しておいた方がいいです。面接ノートを早めに作り、早めに訂正してもらい、暗記して練習するのを繰り返

すうちに、覚えてきて、スラスラと言えるようになると思います。 

  何事も全て早めに取り組みをしていた方が絶対にいいです。オープンキャンパスに何度も行き、学校の

雰囲気や先生方や先輩方ともたくさんお話して仲良くなっていたら、面接のとき、知っている先生だったら、

あまり緊張もせずに受験することができると思います。提出日などギリギリに取り組むと、焦ってしまい、良

い作文などが書けないと思うので、とにかく全部早めに取り組んでください。 

 


